
◆９月の保育のねらい◆ 
【０歳児】 
◦⼾外遊びや散歩を通して⾃然に触れ、興味をもつ。 
◦身のまわりのことに興味を示し、やってみようとする。 
【１歳児】 
◦⼾外遊びや散歩を楽しみ、身近な⾃然に親しむ。 
◦身のまわりのことに興味をもち、⾃分でしようとする。 
【２歳児】 
◦散歩等、⼾外活動を通して季節の変化に気づき、友だちや保育者と⼀緒に 

体を動かすことを楽しむ。 
◦身のまわりのことを進んで⾏おうとする。 
【３歳児】 
◦季節の移り変わりに気づき、⾃然に興味や関心をもつ。 
◦異年齢との関わりをもち、⼀緒に散歩へ⾏ったり、公園へ⾏くことを楽しむ。 
【４歳児】 
◦身近な⾃然に触れ、秋の訪れを感じる。 
◦散歩に出かけ、固定遊具遊びを楽しむ。 
【５歳児】  
◦友だちと同じ目的に向けて活動に取り組み、充実感や達成感を味わう。 
◦身体を思いきり動かし、表現する楽しさを味わう。 

◆９月の⾏事予定◆ 

１日（日） こどもまつり 
10 日（火） 運動あそび（4・5 歳児） 
17 日（火） 十五夜 
18 日（水） ・ 19 日（木） 

⽼⼈施設訪問（5 歳児） 
25 日（水） 誕生会（0・1・2 歳児） 
26 日（木） 誕生会（3・4・5 歳児） 

                                      令和６年９⽉２日                  
              七重浜こども園だより第６０１号               

 

●○● 子ども達の様子 ●○● 

〘ひよこ組〙◦ベランダで小さいお友だちはタライの中の水を手でバチャバチャし容器ですくったり、大きいお友だちはタ 
ライの中に身体ごと入って短い夏を楽しみました。 
園庭では、小さいお友だちはハイハイをしたり、トンネルくぐりもできるようになりました︕大きいお友だちは⼀⼈で⼟管 
⼭の登り降りも上手になりました。お部屋では、お友だちが困っていると「めんこめんこ」と頭を撫でてくれたり、玩具を 
お友だちに貸してあげたり等友だちとの関わりも少しずつ増えています。 

〘りす組〙◦８⽉は感触遊びを中心に楽しく夏を過ごしました。スライムでは指でつついて小さな穴をいくつも作ってみ 
たり、ビヨーンとのばしてみたり。小⻨粉粘⼟ではちぎったものを並べて、「いっぱーい︕」と指を差して喜びを教えてくれ 
るりす組さん。水遊びではカップに水を入れてジャーッとこぼす様子をくり返し楽しんでいます。タライやビニールプールに 
お⾵呂のようにゆったり浸かる姿もありました。初めは慣れない感触遊びも、回数を重ねると少しずつ触ってみようと 
毎回違う反応を⾒せてくれる子ども達に保育者も新鮮な気持ちになります。 

〘ひまわり組〙◦水遊びをしたり、先⽉⾒に⾏った畑の「ジャガイモ」や「とうもろこし」などの野菜を給⾷で味わったひま 
わり組のお友だちです。最近は水分補給のお茶や給⾷の汁物の「ブクブク」ブームが起こっています。⼀⼈始めるとあ 
っという間あちこちから「ブクブク」⾳が聞こえてきます。こんなに⻑くブクブクを続けられるなら、秋からシャボン⽟吹きを 
しようかな︖と思った保育者です。でも、ブクブクお茶で汚れた服のお洗濯を増やしてしまってごめんなさい。 

〘すみれ組〙◦大きなプールでの水遊び、花火製作、本物の野菜（オクラ、小松菜、パプリカ）を使ったスタンプな 
ど、たくさん夏ならではの遊びを楽しんだすみれ組☆彡港まつりの影響もあってか、最近みんなで「いか踊り」にハマっ 
ています︕特に♪函館名物いか踊り♪の後や、歌の所々で「そいや︕︕」と上手に合いの手を入れることが楽しい 
ようで友だち同⼠歌い合い、ホールでは横⼀列になって踊りも楽しみました♫野菜スタンプは、こどもまつりのクラス製 
作で使⽤しましたが‥⾒つけてもらえたでしょうか︖
     

今⽉も、秋に近づき園庭のぶどうが⿊くなったら⾷べられる‥︕と期待を膨らませているみんなと、楽しいことをしてい 

きたいと思っています︕ 
〘ちゅうりっぷ組〙◦開園記念日に向けて園歌の練習を頑張っています。「こども園は何歳になったかな︖」と聞くと、 

「71 歳︕」としっかり覚えています。 
８⽉はたくさん夏の遊びをしました。プール遊びでは顔に水がかかっても嫌がらず、みんなで水をかけあって「キャ〜 
キャ〜」声を出して楽しみました。氷作りも「ひんやりタイム」と頭や体につけ「きもちい〜♪」と大喜びでした。 

〘ばら組〙◦８⽉も水遊びを思いきり楽しみました︕水遊びの他にもスライム作りをして感触遊びも楽しむことができ 
ました。たんぽぽ組さんのいも掘りを⾒学すると「やりた〜い‥」と⼀⾔。畑１列分を分けてもらい、ばら組もいも掘り 
ができましたよ︕ 「楽しかったー︕」と大喜びの子ども達でした
     

〘たんぽぽ組〙◦８⽉前半はみんなが大好きな水遊びを存分に楽しみました 
    ⻑いお盆休みが明けると「久しぶり 
〜︕」とお友だちと再会を喜んでいるたんぽぽさんです。 
最近は開園記念日やあんじゅう訪問に向けてよさこいの練習に熱が入り、暑い中みんなで⼒を合わせて頑張って 
います。お楽しみ会でも披露する予定なので、ぜひ楽しみにしていてください
     

しゃべる 

◆保育料の引き落としについて◆ 
８⽉分の３号認定保育利⽤料、２号認定主⾷費・副⾷費、延⻑保育料の引き落としは、
９月１７日（火）です。ご確認よろしくお願いします。 

◆ななちゃん畑◆ 

今年のジャガイモは、量・大きさともに不作でし
たが、畑を掘り起こすと出てくるジャガイモに子ど
も達は大興奮でした〜︕ 
そして今年初めて挑戦したスイカ〜
      

大きくなるのをずっと待ち 
続けて、無事に収穫で 
きました︕とってもあまくて 
おいしかったよ〜 
      

昨日９⽉１日は、七重浜こども園７１歳のお誕生日でした。台⾵で心配された大雨もなく晴天に恵まれ、園で開催した『開園
記念こどもまつり』にはたくさんのご家族が遊びに来てくれました。卒園児や地域の⽅も参加し、とても和やかな温かい雰囲気の中で、
ヨーヨーや駄菓子釣り、くじやボーリング遊び、作品展コーナーでは『野菜スタンプ』も楽しみました。キラキラと目を輝かせ、ニコニコ笑顔
の嬉しそうな子ども達の姿がありました。お祝いできることに感謝の気持ちでいっぱいです。保護者の皆様にはたくさんのご理解、ご協
⼒をいただき、ありがとうございました。またお気づきの点がありましたら是⾮お聞かせください。 

そして、今年の夏も暑かったですが、子ども達は熱中症対策を⾏ない、短い夏を思いっきり楽しむことができました。もう少し暑さは
続きそうですが、園庭のぶどうを⾒ると秋の気配を感じます。早く⾷べたくてウキウキしている子ども達は「⿊くなってきたね〜」「まだ⾷べ
られないの︖」と毎日観察をしています。「ぶどうの⽢いにおいがすると⾷べられるよ︕」と教えてもらい、⿐をくんくん…。⾷べることができ
る日を楽しみにしています。これからは遊びの充実期。園庭や保育室でとことん遊び尽くしたり、散歩に⾏く距離が伸び、落ち葉やドン
グリを拾ったり秋を探します。春、夏と遊んだ経験がどう発展していくのか、楽しみに⾒守りたいと思います。 
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                      七重浜こども園 Ｒ６．９．２ 

    防災週間（８月 30 日～９月 5 日） 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日です。もしもの時に備え、非常食

や水、ラジオ、懐中電灯などを用意しておきましょう。また、お子さんにも火

事や地震が起こったらどのように行動すべきか、煙を吸わずに逃げる方法や地

震の時は机の下に隠れるなど、日頃から繰り返し話し、緊急時に備えるように

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                 

８月感染症状況 

ヘルパンギーナ５名 胃腸炎１名 

 手足口病９名    

防災の日（９月１日） 

〈非常時の持ち出し品の準備〉 

リュックの中には非常時の持ち物を詰めてお

きましょう。 

 

〈避難する場所〉 

避難場所はどこなのか、そこまでの経路を確認

しておきましょう。 

 

〈地震で倒れやすい物がないか〉 

棚の上に置いてある物は下ろし、倒れそうな物な

どは固定するなどの工夫をしましょう。 

 

〈家族がはぐれた場合の連絡方法〉 

はぐれた時の待ち合わせ場所や緊急連絡先はいつ

も身に付けるようにしましょう。 

救急の日（９月９日） 

 ご家庭に救急箱はありますか？お子さん

が怪我をしたり、具合が悪くなった時にすぐ

に使えるように準備をしておきましょう。 

●中身を点検しておきましょう。（薬、ガー

ゼ、テープ、爪切り、ピンセット、ばんそ

うこう、体温計、脱脂綿、綿棒、包帯、は

さみは入れておくと便利です。） 

●薬の使用期限は１年に１度は確認しまし

ょう。 

●消耗品は使ったら買い足しておきましょ

う。 

 

 

おうちの中にも事故やけがを招く危険な物がたくさんあります。事故を防ぐ為に確認をしてみましょう。 

・子どもの手の届く場所に置いてはいけない物（薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁

などの刃物、針、子どもが飲み込める大きさの細かい物など） 

・踏み台になる物はベランダに置かない 

・コンセントなどをいたずらできないようにする 

・遊び食べに注意する（食べ物が喉に詰まることがある） 

・浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する 


